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第
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定
例
会 
平
成
24
年
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煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

24

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

24

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算 
艶 
（
第
3
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

24

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算 
艶
艶
艶 
（
第
3
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

24

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算 
艶 
（
第
3
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

24

下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算 
艶 
（
第
3
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

24

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

24

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算  
（
第
2
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

24

上
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算 
艶
艶
艶
艶 
（
第
2
号
）

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

24

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

 
艶
艶
艶
艶
艶 
（
第
2
号
）

煙
南
伊
勢
町
営
バ
ス
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

煙
南
伊
勢
町
委
員
会
の
委
員

等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

煙
南
伊
勢
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

煙
南
伊
勢
町
集
落
排
水
処
理

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

煙
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

煙
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会

を
共
同
設
置
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

煙
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会

共
同
設
置
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て 

煙
南
伊
勢
町
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

煙
南
伊
勢
町
議
会
会
議
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

に
つ
い
て

　
煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

23

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

23

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

23

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

23

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定 

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

23

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

23

下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

23

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

23

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

23

病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

煙
平
成　

年
度
南
伊
勢
町

23

上
水
道
事
業
会
計
決
算
認

定

　

以
下
、
農
業
委
員
の
推
薦

の
件
、
1
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月　

日

２４

１２

１１

か
ら　

日
の
３
日
間
、

１３

　

月
定
例
会
が
開
催
さ

１２れ
、
９
月
定
例
会
に
お

い
て
平
成　

年
度
各
歳

２３

入
歳
出
決
算
の
審
議
結

果
の
委
員
長
報
告
を
は

じ
め
、
平
成　

年
度
補

２４

正
案
９
件
、
条
例
改
正

案
４
件
、
工
事
請
負
の

締
結
に
つ
い
て
１
件
、

承
認
案
２
件
の　

議
案

１６

の
審
議
と
発
議
２
件
が
、

原
案
通
り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
議

員　

名
が
質
問
を
行
な

１３
い
ま
し
た
。

議　
　

案

承　
　

認

認　
　

定

発　
　

議

全
議
案
全
員
賛
成
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問　

議
員　

新
規
作
物
試
験

栽
培
事
業
の
説
明
を
。

答　

水
産
農
林
課
長

　

5
月
末
に
ブ
ド
ウ
栽
培
に

よ
り
地
域
の
活
性
化
を
は
か

り
た
い
と
提
案
が
あ
り
、
計

画
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

町
に
と
っ
て
も
雇
用
の
場
の

創
出
や
地
元
食
材
の
活
用
、

新
規
就
農
者
の
確
保
等
い
ろ

い
ろ
な
方
面
に
お
い
て
効
果

が
あ
り
、
地
域
活
性
化
が
期

待
で
き
る
の
で
、
今
回
、
町

と
の
共
同
試
験
栽
培
事
業
と

し
て
予
算
計
上
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
試
験
栽

培
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
農

業
普
及
セ
ン
タ
ー
に
指
導
の

方
を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ

る
。 

問　

議
員　

産
地
水
産
業
強

化
支
援
事
業
の
内
容
は
。

答　

水
産
農
林
課
長

　

神
前
浦
で
畜
養
さ
れ
て
い

る
マ
グ
ロ
が
来
年
秋
の
初
出

荷
に
合
わ
せ
、
本
年
度
か
ら

冷
凍
・
保
管
・
出
荷
施
設
の

整
備
を
行
な
う
事
業
で
あ
る
。

 

問　

議
員　

新
規
就
農
者
支

援
金
の
内
容
は
。

答　

水
産
農
林
課
長

　

新
た
な
就
農
者
に
対
し
国

の
補
助
金
を
年
間
1
5
0
万
、

最
長
5
年
給
付
す
る
。

　

目
的
と
し
て
は
就
農
後
、

間
も
な
い
期
間
の
経
営
を
安

定
化
さ
せ
、
定
着
を
は
か
っ

て
い
く
。 

問　

議
員　

土
地
購
入
費
で

今
の
進
捗
状
況
は
。

答　

防
災
課
長　
　

月
2
日

11

に
路
線
測
量
、
用
地
測
量
、

設
計
積
算
業
務
委
託
を
行

な
っ
て
、
今
、
測
量
作
業
を

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

最
中
で
あ
る
。

問　

議
員　

常
備
消
防
費
の

土
地
購
入
費
で
、
議
会
承
認

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思

う
が
、
い
つ
頃
を
予
定
し
て

い
る
の
か
。

答　

防
災
課
長　

地
権
者
と

の
交
渉
が
ま
と
ま
り
次
第
の

結
果
と
な
る
の
で
、
仮
契
約

を
し
て
い
た
だ
い
た
時
点
で

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。 

問　

議
員　

漁
港
建
設
費
の

阿
曽
浦
工
事
請
負
費
で
あ
と

何
年
で
完
成
す
る
の
か
、
ま

た
、
全
体
の
事
業
費
の
額
は
。

答　

水
産
農
林
課
長

　

全
体
の
事
業
費
は
、
4
億

6
千
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

　

計
画
年
度
と
し
て
は
、
平

成　

年
度
、
来
年
を
も
っ
て

25
完
了
し
た
い
。 

問　

議
員　

衛
星
携
帯
電
話

1
3
6
万
5
、0
0
0
円
の

減
額
内
容
は
。

答　

防
災
課
長　

衛
星
携
帯

電
話
購
入
台
数
5
台
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

　

最
近
、
安
価
に
衛
星
携
帯

が
出
て
き
て
い
る
の
で
、
そ

の
分
、
減
額
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

平成２５年度事業完了予定（阿曽浦）

 

総
事
業
費
と

　
　
 

完
了
予
定
は

減
額
の
内
容
は

補
正
予
算　

主
な
質
疑

補
正
予
算　

主
な
質
疑

補
正
予
算　

主
な
質
疑

施設整備が行なわれる神前港

支
援
金
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
事
業
か

事
業
の
内
容
は

南
島
分
署
移
転
の

　
　
　

進
捗
状
況
は

議
会
の
承
認
が

　
　

必
要
と
な
る
が
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一
般
質
問

 

国
道
２
６
０
号
線
、

木
谷
〜
宿
浦
区
間
、

道
方
〜
東
宮
区
間
、
錦
峠
区

間
の
早
期
完
成
と
、
他
の
未

整
備
区
間
の
改
良
の
見
通
し

は
。

 

町
長　

木
谷
工
区
は

志
摩
市
側
の
用
地
の

件
も
解
決
し
、
ト
ン
ネ
ル
坑

口
ま
で
の
工
事
が
可
能
と

な
っ
た
。
南
島
バ
イ
パ
ス
は
、

年
明
け
に
は
用
地
の
件
も
解

決
す
る
見
込
み
で
、
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
入
る
予
定
。
錦
峠

の
棚
橋
工
区
は
平
成　

年
度

26

完
成
め
ざ
し
進
め
ら
れ
て
い

る
。 

保
健
、
医
療
、
介
護

の
一
元
化
の
た
め
の

体
制
整
備
と
、
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
拠
点
整
備
も
含
め

て
早
急
な
整
備
を
進
め
る
べ

き
で
は
。

 

町
長　

町
に
は
色
々

な
社
会
資
源
や
取
り

組
み
が
あ
る
が
、
断
片
化
さ

れ
て
い
て
、
連
動
し
て
一
元

的
に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
元
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
保
健
、
医
療
、
介
護
の
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
連
動
し
、

提
供
し
て
い
く
た
め
の
方
法
、

体
制
を
明
確
に
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

煙
防
災
、
公
共
施
設
高
台
移

転
に
つ
い
て

煙
南
勢
地
域
産
業
振
興
に
つ

い
て

問

答

早
急
な
体
制
整
備
を

方
法
、
体
制
を
明
確
に 
艶 
町
長

山本芳隆　議員

問

　国道の整備促進を
用地の件も解決艶 町長

答

早期完成を（Ｒ２６０ 木谷工区）

社会福祉協議会（包括支援センター）
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一
般
質
問

 

す
ぐ
れ
た
人
材
を
育

み
、
町
に
活
力
を
与

え
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
を

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長　

子
供
に
は
、

「
体
力
づ
く
り
、
協

調
性
、
礼
儀
」
を
、
若
者
に

は
、「
ア
ス
リ
ー
ト
を
も
め

ざ
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
」

を
、
大
人
に
は
、「
心
も
体

も
元
気
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
場
」
を
、
高
齢
者
に
は
、

「
健
康
で
長
生
き
が
で
き
る

楽
し
み
」
を
つ
く
り
た
い
。 

 

 

県
教
委
が
県
立
高
校

の
再
編
を
し
て
い
る

と
聞
く
が
、
南
伊
勢
高
校
は

ど
う
な
る
の
か
、
町
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
る

か
。

町
長　

県
教
委
の
原

案
で
は
、
南
伊
勢
高

校
南
勢
校
舎
は
一
定
の
入
学

者
が
あ
れ
ば
、
存
続
さ
れ
る

と
な
っ
て
い
る
。町
の
活
性
化
、

若
者
定
住
を
考
え
る
に
も
南

勢
校
舎
の
存
在
は
大
き
い
の

で
、
存
続
の
た
め
入
学
志
願

者
が
増
え
る
よ
う
、
様
々
な

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

煙
統
合
校
舎
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て

煙
獣
害
対
策
に
つ
い
て

問答

東　伊久雄　議員

 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
は

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
対
応
艶
町
長

問答

学校存続を（南伊勢高校 南勢校舎）

ど
う
な
る　

南
伊
勢
高
校

 
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い  
町
長

利用数が増加　町営総合グランド（伊勢路）
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一
般
質
問

 

町
立
病
院
の
公
共
性

を
維
持
し
、
地
域
住

民
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
も
、
財
政
健

全
化
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

病
院
事
務
長　

公
立
病
院
事
業
は
、

企
業
と
し
て
の
経
済
性
の
追

求
と
、
公
共
目
的
の
追
求
の

両
者
の
均
衡
の
上
に
経
営
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
町
立

病
院
の
財
政
健
全
化
は
、
地

域
住
民
の
医
療
を
守
る
視
点

か
ら
も
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

 

 

若
い
世
代
が
、
将
来

の
希
望
、
生
き
が
い

を
持
ち
続
け
る
た
め
に
も
、

町
独
自
の
支
援
が
必
要
と
考

え
る
。
予
算
編
成
の
基
本
的

な
考
え
は
ど
う
か
。

 

町
長　

若
者
定
住
対

策
は
、
重
要
な
政
策

課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
役
場

一
丸
と
な
っ
て
総
合
行
政
で

取
り
組
む
。
若
者
定
住
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
議
論
を
進

め
、
来
年
度
予
算
で
事
業
化

で
き
る
も
の
は
予
算
化
し
て

い
き
た
い
。

問答

問

答

田中喜一郎　議員 
財
政
健
全
化
の
促
進
を

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

き
っ 
き
ん

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

病
院
事
務
長

若
い
世
代
に
配
慮
を

役
場
一
丸
と
な
っ
て 
艶 
町
長

いそげ、促進プロジェクト

目指せ健全化（町立病院）
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一
般
質
問

 

今
、
度
会
町
と
南
伊

勢
町
に
風
力
発
電
所

計
画
が
出
て
い
る
が
、
現
在

の
動
向
と
そ
れ
に
対
す
る
町

長
の
考
え
を
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

 

町
長　

本
町
の
関
係

地
区
2
地
区
の
う
ち
、

1
地
区
が
同
意
し
、
1
地
区

に
つ
い
て
は
協
議
中
と
な
っ

て
い
る
。

　

風
力
発
電
は
、
低
周
波
音

に
よ
る
健
康
被
害
な
ど
の
議

論
も
あ
り
、
こ
れ
ら
が
ク
リ

ア
さ
れ
、
地
域
住
民
の
賛
同

の
上
で
進
め
る
な
ら
、
町
と

し
て
も
協
力
し
進
め
て
い
き

た
い
。 

メ
ガ
ソ
ー
ラ
発
電
所

の
建
設
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。 

町
長 　

急
峻
な 
山
が

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

多
く
平
地
が
少
な
い

状
況
の
中
で
、
町
所
有
の
一

団
の
土
地
も
少
な
い
た
め
、

町
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
る
。
民
間

企
業
が
民
間
事
業
と
し
て
進

め
て
い
た
だ
け
る
な
ら
、
町

と
し
て
は
期
待
し
た
い
。

問

答

松葉和久　議員

 風力発電の計画は
地域住民の賛同の上 町長

メ
ガ
ソ
ー
ラ
発
電
は

関
心
を
も
っ
て
い
る
が 
艶 
町
長

風力発電（北海道せたな町）

問

答

各地で取り組みが進む（メガソーラー）
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防
災
、
少
子
化
を
踏

ま
え
た
南
島
地
区
の

保
育
所
統
廃
合
及
び
移
転
計

画
は
。

 

町
長　

少
子
化
等
か

ら
園
児
数
の
減
少
、

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
、
さ

ら
に
海
抜
数
メ
ー
ト
ル
の
低

地
に
立
地
し
て
い
る
施
設
が

多
く
、
避
難
路
の
整
備
は
進

め
て
い
る
も
の
の
、
よ
り
安

心
・
安
全
の
た
め
、
統
廃
合

や
高
台
移
転
も
視
野
に
、
保

育
所
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
現
在
、

検
討
委
員
会
に
お
い
て
検
討

し
て
い
る
。 

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
が
地
域
医
療

の
充
実
を
目
的
と
し
て
整
備

さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果
と
課

題
は
。

 

町
長　

新
築
移
転
し

　

ヶ
月
に
入
っ
た
が
、

10

上
半
期
の
実
績
を
見
る
と
外

来
患
者
数
、
入
院
患
者
数
、

老
健
施
設
・ 
水  
脈 
の 
郷 
入
所

み 
お 

さ
と

者
数
と
も
前
年
同
期
と
同
様

の
人
数
で
推
移
し
て
い
る
。

検
査
機
器
も
新
し
く
し
、
稼

動
率
、
被
受
検
者
数
も
増
加

し
、
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー
の

稼
動
も
前
年
度
対
比
で
増
え

て
い
る
。
ま
た
新
た
に
胃
腸

内
科
を
新
設
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
運
営
を
続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
医
師
・
看
護
師
不

足
は
解
消
で
き
て
お
ら
ず
、

救
急
の
受
入
れ
態
勢
や
、
訪

問
診
療
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
が

実
施
し
に
く
い
な
ど
課
題
は

あ
る
が
、
町
と
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
が
、
南
島
地
域
の

医
療
と
介
護
を
支
え
る
拠
点

と
し
て
の
認
識
を
共
有
し
、

課
題
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

煙
学
校
教
育
の
充
実
と
環
境

整
備
に
つ
い
て

煙
絆
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け

て

問

問

答

答

掛橋　 靖　議員

　統廃合・移転計画は
検討中である艶町長

　
　

地
域
医
療
の
充
実
を

課
題
の
解
消
に
取
り
組
み
た
い 
艶
艶
艶 
町
長

より安全・安心なところで

安心の源（南島メディカルセンター）
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地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
機
能
強
化
推
進

へ
の
具
体
的
な
内
容
は
。 

町
長　

現
在
、
高
齢

者
や
家
族
に
対
す
る

「
総
合
相
談
事
業
」、
要
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
支
援

を
行
う
「
介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
」、
地
域

に
お
け
る
連
携
・
協
働
の
体

制
作
り
や
個
々
の
介
護
支
援

専
門
員
に
対
す
る
支
援
等
を

行
う
「
包
括
的
・
継
続
的
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業

務
」、
悪
質
商
法
の
防
止
や

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防

止
、
早
期
発
見
等
を
行
う

「
権
利
擁
護
事
業
」
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
、
3
職
種

（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
、
社
会
福

祉
士
、
保
健
師
）
に
よ
る
相

談
業
務
や
介
護
予
防
の
機
能

強
化
を
図
っ
て
い
る
。

 

子
供
医
療
費
無
料
化

の
拡
大
は
。

町
長　

小
学
校
終
了

ま
で
の
医
療
費
助
成

に
関
し
、
町
単
独
事
業
と
し

て
所
得
に
関
係
な
く
無
料
化

を
実
施
し
て
き
た
。
中
学
校

卒
業
ま
で
の
拡
大
を
、
来
年

9
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
く
。 

そ
の
他
の
質
問

煙
町
立
病
院
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

煙
町
職
員
の
懲
戒
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

煙
不
明
問
題
の
終
結
へ
向
け

て
の
町
の
対
応
に
つ
い
て

山本周也　議員

 
機
能
強
化
推
進
は

そ
れ
ぞ
れ
強
化
を
図
っ
て
い
る
艶
町
長

問

答

負担軽減を

子
供
医
療
無
料
化
の
拡
大
は

実
施
に
向
け
検
討 
艶 
町
長

問答

地域包括支援センターの強化を
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高
齢
者（　

才
以
上
）

６５

等
の
医
療
費
無
料
制

度
を
、
我
が
町
に
お
い
て
も

研
究
・
調
査
し
、
近
年
中
の

実
施
を
検
討
さ
れ
て
は
。

町
長　

現
在
、
高
齢

者
医
療
費
無
料
化
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
財

政
力
指
数
も
よ
く
、
高
齢
化

比
率
も
低
い
。
本
町
で　

才
65

以
上
の
方
の
医
療
費
一
部
負

担
金
を
計
算
す
る
と
、
約
4

億
円
代
後
半
に
な
る
。
一
般

会
計
の
町
単
独
の
財
源
で
負

担
す
る
こ
と
は
、
高
齢
化
比

率
の
高
い
本
町
に
と
っ
て
、

極
め
て
難
し
い
も
の
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

問答

中山　 盛　議員 
医
療
費
無
料
制
度
は

極
め
て
難
し
い
艶
町
長

グランドゴルフで健康強化

元気にゴムバンド体操
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町
の
将
来
を
考
え
る

と
教
育
は
重
要
で
あ

る
。
来
年
度
の
重
点
目
標
と

施
策
は
。教

育
長　

私
が
取
り

組
み
た
い
重
点
目
標

は
3
つ
。「
学
力
向
上
」
と

「
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ

く
り
」、
そ
し
て
、
子
供
た

ち
が
自
ら
学
ぶ
「
防
災
学

習
」
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
、
来
年
度
は

南
島
地
区
の
中
学
校
統
合
に

向
け
て
の
最
終
準
備
の
年
な

の
で
、
順
調
に
進
む
よ
う
に

各
学
校
の
交
流
を
活
発
に
行

な
う
。

 

　

月
に
開
催
さ
れ
た

11津
波
防
災
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

南
伊
勢
高
生
の
取
り
組
み
発

表
や
意
見
交
換
会
も
意
義
深

く
、
あ
ら
た
め
て
防
災
対
策

の
必
要
性
を
実
感
し
た
。
来

年
度
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

来
年
度
は
、

津
波
防
災
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
は
じ
め
、
各
地
区
で

実
施
し
て
き
た
各
組
織
、
団

体
が
講
演
会
や
勉
強
会
を
引

き
続
き
行
な
い
、
ま
た
、
南

伊
勢
高
校
と
の
取
り
組
み
も

継
続
し
て
い
き
た
い
。
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
防

災
時
に
は
住
民
自
身
が
自

助
・
共
助
に
よ
る
減
災
活
動

や
復
旧
、
復
興
に
取
り
組
ん

で
い
く
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
く
準
備
に
取
り
組
む
。 

 

 

数
多
く
の
課
題
を
抱

え
る
本
町
に
お
い
て
、

経
済
の
活
性
化
は
重
要
で
あ

る
。
来
年
度
の
経
済
施
策
は
。

町
長　

総
合
計
画
の

単
年
度
計
画
で
あ
る

予
算
に
定
め
実
施
す
る
。
水

産
業
は
経
営
安
定
化
に
向
け

て
、
農
業
は
鳥
獣
害
対
策
を
、

町
全
体
と
し
て
は
観
光
振
興

を
図
る
施
策
を
考
え
て
い
く
。

岡本　 眞　議員

 学校教育の重点目標と施策は
「学力向上」と「防災学習」を進める 教育長

防
災
対
策
は
徹
底
的
に
や
る
べ
き
だ

来
年
度
も
引
き
続
き

各
地
区
で
行
な
う 
艶 
町
長

多くの町民が参加（町民文化会館）

来
年
度
の
経
済
施
策
は

総
合
計
画
の

　
　
　

予
算
に
定
め
実
施
す
る 
艶 
町
長

問答

問答

問答
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在
宅
介
護
の
充
実
は

町
長
の
基
本
方
針
だ

と
思
う
。
来
年
度
か
ら
、
町

と
し
て
在
宅
介
護
者
へ
の
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
は
。

町
長　

制
度
改
正
に

よ
る
課
題
、
利
用
さ

れ
る
介
護
者
の
環
境
課
題
等

と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

か
ら
、
現
在
事
業
を
と
り
や

め
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

考
え
た
場
合
、
検
討
を
要
す

る
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

 

 

 

東
日
本
大
震
災
を
契

機
に
町
内
で
は
海
抜

の
低
い
場
所
に
住
宅
を
新
築

す
る
住
民
は
い
な
く
な
っ
た
。

高
台
に
住
宅
建
設
を
促
進
す

る
施
策
は
。

 

町
長　

津
波
等
防
災

の
観
点
か
ら
高
台
へ

の
住
宅
建
設
促
進
は
必
要
と

考
え
る
。
今
後
、
若
者
定
住

を
優
先
に
捉
え
て
、
移
住
者

受
け
入
れ
も
あ
わ
せ
て
適
地

の
調
査
や
道
路
、
上
下
水
道

の
整
備
も
必
要
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

煙
町
立
病
院
の
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て

煙
中
電
の
芦
浜
原
発
用
地
に

対
す
る
打
診
と
町
の
考
え

に
つ
い
て

問

答

岡田和夫　議員

問

 在宅介護者へ入浴サービスを
検討を要する課題である 町長

答

多様な在宅介護サービス

高
台
に
住
宅
建
設
を
促
進
す
る
施
策
を

課
題
を
踏
ま
え
て

　
　
　
　

こ
れ
か
ら
検
討
す
る 
艶 
町
長
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高
齢
者
に
対
し
て
、

緊
急
通
報
装
置
の
利

用
者
の
幅
を
広
げ
て
は
。

町
長　

こ
の
制
度
は

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
対
し
て
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
家
庭
に
お
い
て
急

病
や
災
害
等
の
緊
急
時
に
敏

速
か
つ
適
切
な
対
応
と
い
う

点
に
お
い
て
、「
高
齢
者
の

み
の
世
帯
」
に
も
病
歴
や
身

体
状
況
に
よ
っ
て
は
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。 

 

 

町
内　

地
区
に
は
、

３８

高
台
に
２
次
避
難
場

所
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
地

区
が
あ
る
が
、
今
後
の
計
画

は
。

 

町
長　

南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
浸
水
想

定
及
び
県
の
浸
水
想
定
を
踏

ま
え
、
見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
。
2
次
避
難
場
所
が
確

保
で
き
な
い
地
区
は
、
隣
接

の
地
区
へ
避
難
し
て
も
ら
う
。

問

答

澤村圭也　議員

 
緊
急
通
報
装
置
利
用
者
を
増
や
せ

状
況
に
よ
っ
て
は

今
後
、
検
討
し
て
い
く
町
長

問答

１次避難場所から２次避難場所へ（南勢中学校）

2
次
避
難
場
所
の
確
保
は

　

浸
水
が
想
定
さ
れ
る

　
　

場
所
の
見
直
し
を
検
討
中 
艶 
町
長

安心して暮らすために

（緊急通報装置）
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小
学
生
ま
で
の
児
童

に
対
し
、
医
療
費
無

料
化
は
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

中
学
生
ま
で
延
長
さ
れ
な
い

か
。

町
長　

少
子
高
齢
化

対
策
の
重
要
な
柱
と

し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
、

子
供
を
う
み
、
子
育
て
が
で

き
る
支
援
と
し
て
、
中
学
卒

業
ま
で
の
子
供
医
療
費
無
料

化
拡
大
を
、
来
年
9
月
か
ら

の
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。 

鳥
獣
害
に
よ
る
、
生

活
環
境
、
町
づ
く
り

で
の
悪
影
響
、
駆
除
数
そ
の

効
果
、
及
び
今
後
の
防
止
対

策
は
。

町
長　

鳥
獣
被
害
は
、

農
林
水
産
業
の
振
興

に
は
妨
げ
と
な
り
、
日
常
生

活
に
お
い
て
も
、
精
神
的
、

肉
体
的
な
生
活
被
害
を
生
じ

さ
せ
る
。

　

鳥
獣
の
駆
除
数
に
お
い
て

は
毎
年
増
加
し
、　

年
度
は
、

23

サ
ル
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、

合
計
1
、7
6
4
頭
で
あ
る
。

効
果
に
つ
い
て
は
、
毎
月
2

回
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

は
っ
き
り
と
し
た
調
査
結
果

は
出
て
い
な
い
が
、
継
続
調

査
を
し
て
い
く
。
今
後
の
防

止
対
策
は
、
防
御
、
駆
除
対

策
の
両
面
か
ら
実
施
す
る
。

ま
た
そ
れ
に
伴
い
、
新
た
な

補
助
金
制
度
を
設
け
、
地
域

ぐ
る
み
の
総
合
的
な
獣
害
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

　
　

鳥
獣
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

駆
除
＆
防
御
の
両
面
か
ら 
艶
艶 
町
長

問答

西　 則孝　議員 
中
学
生
の
医
療
費
無
料
化
へ

来
年
９
月
実
施
に
向
け
検
討
中
町
長

新兵器大型捕獲おり（サークルＤ）

登校する生徒（南勢中学校）
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一
般
質
問

 

五
ヶ
所
小
学
校
は
、

岐
阜
県
の
久
々
野
小

学
校
と
夏
、
冬
２
回
の
交
流

会
を　

年
間
継
続
し
て
い
る

３５

が
、
小
学
校
統
合
後
の
交
流

事
業
は
継
続
さ
れ
る
の
か
。

 

教
育
長　

交
流
会
は
、

様
々
な
面
で
子
供
を

大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
。

統
合
後
の
継
続
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
校
長
で
構
成
す
る
統

合
推
進
委
員
会
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
部
会
で
、
こ
れ
か
ら
決
め

て
い
た
だ
く
。

 

①
防
潮
扉
の
対
応
に
つ
い
て
。

②
避
難
タ
ワ
ー
等
の
建
設
は
。

③
復
興
計
画
に
つ
い
て
。

④
県
配
布
の
防
災
ノ
ー
ト
の

活
用
は
。

町
長
・
教
育
長　

①
防
潮
扉
の
閉
鎖
に
つ
い
て

は
、
三
重
県
内
及
び
近
海

の
地
震
に
つ
い
て
は
、
閉

鎖
し
な
い
。
到
達
時
間
の

長
い
津
波
は
閉
鎖
す
る
。

②
一
次
避
難
場
所
ま
で
時
間

を
要
す
る
地
域
等
に
お
い

て
は
、
盛
り
土
に
よ
る
避

難
場
所
、
避
難
タ
ワ
ー
の

調
査
を
す
る
。

③
行
政
の
役
割
は
、「
自
助
」

「
共
助
」
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
事
で
あ
り
、
町

民
の
意
欲
と
活
力
を
取
り

戻
す
復
興
計
画
が
必
要
と

思
い
、
各
地
区
と
共
に
計

画
を
検
討
し
て
い
く
。

④
県
よ
り
、
学
校
に
配
布
さ

れ
た
防
災
ノ
ー
ト
は
「
防

災
学
習
」
に
有
効
活
用
さ

れ
て
い
る
。 

　
そ
の
他
の
質
問

煙
観
光
対
策
に
つ
い
て

林　 孝充　議員

 小学校統合後の交流事業は
子供教育には大切な事業 教育長

エサやり体験（きらりふれあいの会）

防
災
・
復
興
の
課
題

　

課
題
は
多
い
が

　
　
　
　

生
命
を
一
番
に 
艶 
町
長
・
教
育
長

問

答

問答

各学校へ配布（防災ノート）
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一
般
質
問

 

町
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
を
利
用
す
る
事

が
出
来
な
い
、
ま
た
、
故
郷

で
生
活
の
で
き
る
施
設
を
願

う
、
重
度
障
害
者
の
救
済
に

つ
い
て
の
政
策
は
。

 

町
長　

町
バ
ス
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
介
護

者
の
利
用
は
無
料
と
な
っ
て

い
る
。
地
域
支
援
事
業
と
し

て
、
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
も

行
な
っ
て
い
る
の
で
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
施
設
に

お
い
て
は
、
ど
の
様
な
施
設

が
必
要
か
、
確
保
は
ど
う
か

等
の
議
論
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。 

電
力
会
社
が
、
町
民
・

団
体
に
ど
の
様
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
か
調

査
を
し
て
い
る
か
。
行
政
の

原
発
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

 

町
長　

電
力
会
社
の

行
動
に
つ
い
て
、
調

査
は
し
て
い
な
い
。
私
は
一

貫
し
て
申
し
あ
げ
て
い
る
が
、

本
町
の
町
づ
く
り
に
は
、
原

発
に
よ
る
考
え
は
な
い
。 

そ
の
他
の
質
問

煙
公
金
横
領
問
題
に
つ
い
て

手塚征男　議員

問

 重度障害者の願い
町バス・デマンドバス、介護者も無料 町長

答

町民の足 デマンドバス

問

答

原
発
建
設
の
動
向
は

安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り 
艶 
町
長

広がる自然エネルギーへの意識



〒516－0194　南伊勢町議会事務局宛　FAX　0599－66－2164

まちかどツイッタまちかどツイッター
故郷の思い出
　私は、息子（１歳８ヶ月）と宿田曽海
まつりをみにいきました。魚つかみ・海
上綱引き・ヨット遊覧・舞台での早食い
競争等、私が小学生時代に参加した競技
が行なわれており、また、出店も多く並
び、競技の楽しかったこと、父、母、弟
と食べた「辰屋」の天むすのうまかった
ことを思い出し、故郷の思い出は温かく
感じました。
　また、神祭には、神輿を見た息子が、
家にて「ピッピ、ピッピ、ワッショイ、
ワッショイ」と叫び、「ドンドン」とお
もちゃの太鼓をたたく姿を眺めますと、
息子に沢山の故郷の思い出を作ってやり
たいと思いました。

30代男性　

南伊勢町をはなれて
　私は小学校低学年までこの南伊勢町
（旧南島）で過ごしました。父の仕事の
都合でここを離れるまでは、友だちも沢
山いて、おじいちゃん、おばあちゃんも
近くに住んでいて、毎日が本当に楽しか
ったです。転校してからもお祭りや夏休
み、そしてお正月に帰ってくることが待
ち遠しかったです。
　今は結婚して市内に住んでいますが、
子育ての環境を考えると、地元で安心し
て生活したかったです。ただ、地元に残
っている友達ともよく話しますが、子供
の進学のことを考えると、教育環境や通
学の不備が不安で、地元での生活は無理
だと思います。

30代女性　

南伊勢が一番
　たくさんの緑ときれいな青い海に囲ま
れて、お年寄りから小さい子供たち、み
んな笑顔があふれている。
　サニー道路を下ってくるとそこから見
える景色は最高にきれいです。
　他所に出ていっている友達が、帰省す
るたびに口を揃えていう言葉。
「本当にホッとする町やよな。」
その通りやなと思います。
　空気もきれい、食べ物もおいしい。
（少しくらい不便なコトがあっても）大
好きな南伊勢町で、今までもこれからも
過ごしていける私はとても幸せ者です。

20代女性　

避難所について思う
　①第２次避難場所については、炊事場
所・炊事器具等が必要不可欠と思ってい
ますので、設置、準備等をお願いしたい
です。
　②田曽浦の防波堤の灯台は、小さなソ
ーラーにて照らしています。海岸の外灯
等についても、ソーラーに替えてはと思
います。
　③在宅介護においては、働き盛りの人
（子ども等）が仕事をしたくても出来な
い、更に現在働いている職場を辞めなけ
ればならないのが現状かと思います。こ
の様な在宅介護世帯には、幾らかの経済
的支援が必要と思います。

70代男性　

まちかどツイッター

多くのご意見、ご協力を頂き、ありがとうございます。
ご意見がございましたら、200字程度でファックスか郵送で議会事務局までお寄せください。
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南
海
プ
レ
ー
ト
型
巨
大
地

震
が
発
生
す
る
確
率
が
高

ま
っ
て
お
り
、
早
急
に
防
災

対
策
を
し
て
、
減
災
を
は
か

る
事
が
政
治
の
使
命
と
も
言

わ
れ
て
い
る
時
、
北
海
道
南

西
沖
地
震
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
奥
尻
島
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

1
日
目
に
訪
れ
た 
青
苗 
地

あ
お
な
え

区
の
奥
尻
島
津
波
館
は
奥
尻

島
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
の

災
害
の
記
億
と
教
訓
、
そ
し

て
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
復

興
支
援
の
感
謝
の
気
持
ち
を

後
世
に
伝
え
る
為
に
作
ら
れ

た
施
設
で
、
中
で
上
映
さ
れ

る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
像
「
災

害
の
記
録
」
は
あ
の
日
の
惨

事
が
甦
る
も
の
で
し
た
。

　

奥
尻
島
は
人
口
3
、0
0
0

人
余
り
、
面
積
1
4
2
・
9

㎢
で
、
古
く
か
ら
北
方
海
洋

民
の
文
化
が
栄
え
、
ア
イ
ヌ

語
で
「
イ
ク
・
シ
ュ
ン
・
シ

リ（
向
こ
う
の
島
）」
の
意
味

で
命
名
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

周
囲
を
海
で
囲
ま
れ
た
島

で
あ
る
た
め
、
豊
富
な
水
産

資
源
に
恵
ま
れ
、グ
ル
メ
に
評

価
の
高
い
ウ
ニ
、ア
ワ
ビ
な
ど

の
高
級
食
材
を
有
し
た
「
夢

の
島
」
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

平
成
5
年
7
月　

日
午
後

12

　

時　

分
、
島
の
北
部
沖
合

10

17

を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
、

震
源
の
深
さ　

㎞
、
マ
グ
ニ

34

チ
ュ
ー
ド　
、当
時
、島
に
は

7.8

地
震
計
が
な
く
、
推
定
で
あ

り
ま
す
が
、
震
度
6
以
上
の

烈
震
で
し
た
。
強
い
揺
れ
は

建
物
の
倒
壊
、
地
割
れ
、
陥

没
、
崖
地
崩
壊
が
発
生
し
、

役
場
の
あ
る
奥
尻
地
区
の
観

音
山
の
大
崩
壊
は
ホ
テ
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
灯
油
備
蓄
タ

ン
ク
を
一
瞬
の
う
ち
に
の
み

込
ん
で
の
大
惨
事
と
な
り
ま

し
た
。

　

震
源
地
域
で
発
生
し
た
巨

大
津
波
は
時
速
5
0
0
㎞
も

の
ス
ピ
ー
ド
で
3
分
後
に
は

島
に
到
達
し
、
そ
の
後
、
島

全
体
を
襲
い
、　

ｍ
を
越
え

10

る
津
波
は
幾
度
と
な
く
、
く

り
返
し
押
し
寄
せ
、
最
大
波

は　

ｍ
に
も
な
っ
た
と
の
こ

30
と
で
す
。

　

島
の
南
側
（
震
源
と
は
反

対
方
向
）
に
位
置
す
る
青
苗

地
区
で
は
最
大
の
惨
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

津
波
は
こ
の
地
区
の
海
岸

付
近
の
海
底
の
地
形
が
災
い

と
な
っ
て
増
幅
さ
れ
、
こ
の

地
域
を
襲
い
、
人
々
は
轟
音

に
お
び
え
な
が
ら
、
暗
闇
の

中
、
必
死
の
お
も
い
で
逃
げ

た
そ
う
で
す
。

　
〈
と
に
か
く
、
す
ぐ
逃
げ
る

事
、
よ
り
速
く
よ
り
高
い
と

こ
ろ
へ
〉

　

　

こ
の
あ
た
り
に
は
地
震
で

倒
れ
た
四
角
の
灯
台
が
修
復

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
震
の

翌
日
、
発
生
し
た
火
災
は　
11

時
間
余
り
も
燃
え
続
け
、

人
々
は
な
す
す
べ
が
な
か
っ

た
と
言
い
ま
す
。

　

復
旧
、
復
興
が
進
む
中
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
連
日
連
夜
の
説
明
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
は
集
団
で
の
高
台
移

転
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
漁

師
は
海
の
見
え
な
い
所
に
は

住
め
な
い
と
言
い
続
け
、
危

険
な
地
域
は
一
旦
町
が
全
部

を
買
い
取
っ
て
、
ど
う
し
て

も
こ
の
地
に
住
む
事
を
希
望

す
る
住
民
に
は
、
土
地
を
高

く
し
て
防
災
対
策
を
し
て
再

び
人
々
に
譲
り
渡
し
た
と
の

こ
と
。

　

復
興
支
援
に
よ
っ
て
、
3

5
0
億
も
の
国
費
を
投
じ
て

建
設
さ
れ
た
防
潮
堤
や
島
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
の
な
べ

つ
る
岩
、
人
が
住
む
と
こ
ろ

に
は
、
全
て
整
備
さ
れ
た
避

難
路
と
誘
導
灯
、
慰
霊
碑
の

時
空
翔
、
漁
港
か
ら
高
台
へ

す
み
や
か
に
移
動
で
き
る
よ

う
建
設
さ
れ
た
望
海
橋
、
賽

の
河
原
等
を
見
学
後
、
役
場

の
隣
に
あ
る
議
会
棟
に
入
り
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
詳

細
な
説
明
を
受
け
た
後
、
質

疑
応
答
に
応
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

2
日
目
は
宿
泊
施
設
の
傍

に
あ
る
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ

畑
を
見
学
、
近
く
の
町
営
あ

わ
び
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

資
源
が
ま
だ
ま
だ
豊
か
な

奥
尻
で
も
、
取
る
漁
業
か
ら

育
て
る
漁
業
へ
と
移
り
つ
つ

あ
る
と
の
こ
と
。
こ
の
施
設

に
は
、　

万
個
の
あ
わ
び
が

14

育
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

　
感 
想 

　　

2
日
間
の
視
察
で
感
じ
た

こ
と
は
、
あ
の
壊
滅
的
な
被

害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
5
年

後
に
「
完
全
復
興
宣
言
」
が

で
き
た
の
は

毅
古
い
歴
史
を
も
ち
、
夢
の

島
・
宝
の
島
と
い
わ
れ
た

島
の
魅
力

毅
全
国
か
ら
の
多
大
な
支
援

協
力
に
対
し
、
こ
の
よ
う

な
悲
劇
を
2
度
と
繰
り
返

さ
な
い
た
め
、
災
害
の
記

憶
と
教
訓
を
全
国
に
そ
し

て
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
、
自
分
た
ち
の
使
命

と
感
じ
、
が
ん
ば
っ
た
奥

尻
島
民
の
底
力

毅
行
政
と
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
、
と
も
に
進
み
続

け
た
復
旧
復
興

毅
先
人
の
歩
み
を
学
び
、
白

紙
か
ら
町
づ
く
り
を
進
め

た
こ
と

　

こ
れ
ら
の
点
を
強
く
感
じ
、

南
伊
勢
町
の
た
め
、
一
日
も

早
い
備
え
を
す
べ
き
事
を
痛

感
し
ま
し
た
。
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視察レポート視察レポート
北海道の南西沖地震
奥尻島の復興

 
奥  
尻 
島
に
て

お
く 
し
り

より速くより高いところへ
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長
野
県
は
、
男
性
の
平
均

寿
命
と
高
齢
者
就
業
率
が
全

国
で
一
位
。
そ
の
高
齢
者
が

元
気
で
働
い
て
い
る
長
野
県

の
ト
ッ
プ
が
原
村
と
の
こ
と
。

　

八
ヶ
岳
山
麓
の
人
口
7
、

8
6
0
人
の
村
の
中
心
産
業

は
農
業
で
、
夏
場
の
セ
ロ
リ

出
荷
額
は
全
国
一
位
で
す
。

　

原
村
の
高
齢
化
率
は　

・
28

4
％
と
、
南
伊
勢
町
の　

％
44

と
比
べ
る
と
大
変
低
い
の
で

す
。
そ
の
要
因
は
、
大
学
に

進
学
し
た
若
者
が
近
隣
の
諏

訪
市
や
茅
野
市
な
ど
に
就
職

し
、
通
勤
が
で
き
る
か
ら
と

の
こ
と
。

　

こ
の
村
で
は
、
3
代
前
の

村
長
時
代
か
ら　

歳
以
上
の

65

高
齢
者
の
医
療
費
を
無
料
と

し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
だ
け
で
な
く
、

若
者
の
子
育
て
支
援
と
し
て

保
育
料
を
同
時
入
所
で
な
く

て
も
第
2
子
は
半
額
に
、
第

3
子
は
無
料
と
し
て
い
ま
す

（
本
町
は
同
時
入
所
が
条

件
）。
子
ど
も
医
療
費
で
は
、

平
成　

年
度
か
ら
は　

歳

24

18

（
本
町
は　

歳
）
ま
で
無
料

12

と
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
保
育
所
へ
の
専

属
の
看
護
師
の
配
置
な
ど
、

若
者
が
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
村
の
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施

策
は
、
村
の
人
口
が
毎
年　
40

～　

人
増
え
て
い
る
大
き
な

50
要
因
で
す
。

　

人
口
2
万
1
、6
8
0
人

の
辰
野
町
は
、
平
成　

年　
24

10

月
1
日
に
町
立
辰
野
病
院
を

新
築
移
転
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
建
て
ら
れ
た

44

病
院
は
、
新
築
計
画
が
進
め

ら
れ
な
が
ら
、
辰
野
町
長
に

は
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
は
、
病
院
の
赤

字
経
営
が
続
い
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
住
民
か
ら
新
築
に
対

す
る
財
政
面
で
の
消
極
的
な

声
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

町
長
の
た
め
ら
い
を
思
い

切
ら
せ
た
の
は
、
昨
年
3
月

の
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。

町
長
は
、
将
来
の
地
震
に
備

え
て
、
病
院
の
新
築
を
決
断

し
た
の
で
す
。

　

辰
野
病
院
は
、
二
次
救
急

か
ら
回
復
期
、
在
宅
医
療
を

主
と
し
て
お
り
、
リ
ハ
ビ
リ

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、　

床
の
老
人
保
健

54

施
設
を
町
営
で
運
営
し
て
お

り
、
病
院
の
退
院
者
を
即
時

入
所
さ
せ
る
な
ど
、
病
院
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
病
院
は
、
病
室
・

廊
下
と
も
、
間
取
り
や
安
全

性
に
気
配
り
が
さ
れ
て
お
り
、

障
害
の
あ
る
方
へ
の
配
慮
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

辰
野
町
か
ら
学
ん
だ
こ
と

は
、
町
民
に
必
要
な
病
院
と

し
て
町
立
病
院
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
。
医
療
と
介
護
を

連
携
し
、
老
健
施
設
を
早
く

か
ら
町
営
で
運
営
し
て
い
る

こ
と
。
そ
し
て
大
震
災
に
備

え
て
新
築
を
決
断
し
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

視
察
3
日
目
は
、
伊
那
市

に
あ
る
産
直
市
場
「
伊
那
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
」
で
し
た
。

　

市
場
に
は
地
元
で
採
っ
た

キ
ノ
コ
類
、
青
野
菜
、
リ
ン

ゴ
・
ナ
シ
・
ブ
ド
ウ
・
柿
な

ど
の
果
物
、
地
元
商
店
の
惣

菜
類
、
そ
の
ほ
か
古
道
具
類
、

日
用
雑
貨
、
山
野
草
、
苗
木

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

手
作
り
で
造
っ
た
よ
う
な

建
物
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
部
屋
も
あ
る
市
場
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
中
東
8
カ
国
、

韓
国
、
ア
フ
リ
カ
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
か
ら

視
察
団
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

開
業
し
て　

年
。
当
初
は

20

農
家
婦
人
の
小
遣
い
稼
ぎ
だ

け
の
小
規
模
な
も
の
で
し
た
。

現
在
は
、
中
山
間
地
域
の
農

家
を
ど
う
支
え
る
か
、
地
域

を
活
性
化
さ
せ
雇
用
を
増
や

す
こ
と
を
考
え
た
「
産
直
市

場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

売
り
上
げ
は
倍
々
で
増
え
、

　

人
の
生
産
者
だ
っ
た
の
が

60現
在
は
2
、1
5
0
人
に
。

一
日
の
来
客
者
は
レ
ジ
を
通

る
お
客
で
一
日
1
、5
0
0

人
、
５
月
の
連
休
に
は
3
、

8
0
0
人
に
も
。
年
間
売
上

額
は
、
当
初
の
5
千
万
円
が

現
在
は　

億
円
に
。

10

　

市
場
に
人
が
集
ま
る
の
は
、

品
数
が
豊
富
な
こ
と
、
そ
し

て
「
楽
し
い
」
が
キ
ー
ワ
ー

ド
。
人
は
楽
し
い
と
こ
ろ
へ
、

そ
し
て
感
動
を
求
め
て
集
ま
っ

て
く
る
、
が
経
営
の
極
意
。

　

一
番
出
荷
額
が
多
い
の
は

　

歳
の
老
夫
婦
の
年
間
1
、

802
0
0
万
円
で
す
が
、
市
場

で
は
生
産
者
が
年
金
プ
ラ
ス

1
0
0
万
円
を
稼
ぐ
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

2
千
人
の
生
産
者
が
、
同

時
に
消
費
者
に
も
な
っ
て
お

り
、
生
産
者
を
安
定
し
た
消

費
者
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
。
こ
こ
が
地
域
の
農
業
を

守
る
直
売
所
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

議員行政　議員行政　
長野県の福祉、医療と
地域活性

高
齢
者
が
元
気
で
働
く
、

全
国
ト
ッ
プ
の
「 
原 
村
」

は
ら

新
築
で
住
民
本
位
の

病
院
め
ざ
す 
辰  
野 
町

た
つ 
の

産
直
市
場

 
伊  
那 
グ
リ
ー
ン

い 

な

　
　
　

フ
ァ
ー
ム

町立辰野病院

視察のようす
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編
集
後
記

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
せ
等
は
、
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☎
０
５
９
９
宴
１
７
８
１

捌
０
５
９
９
宴
２
１
６
４

　

全
員
協
議
会
を
月
に
1

度
、
定
期
的
に
開
催
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
1

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
町
長
は
じ
め
執

行
部
と
の
有
意
義
な
意
見

交
換
の
場
と
も
な
っ
て
お

り
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

体
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
議
会
改
革
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

議会を傍聴しませんか議会広報特別委員会

委
員
長　

林　
　

孝
充

副
委
員
長　

掛
橋　
　

靖

委　
　

員　

東　

伊
久
雄

　
　
　
　

岡
本　
　

眞

　
　
　
　

山
本
芳
隆

議　
　

長　

上
村　

久
仁

３月定例会が開催されます。

開催は３月１日〜３月２２日の予定です。

是非傍聴してください。

（当日、総務課で受付をすればＯＫです）

み んな で やっ とるで ～
町内のがんばっている人を紹介します！

設　立　平成19年4月
会員数　37人

Ｇ−ソウル

集募 議会だよりでは町のがんばり屋さんを募集しています。自薦他薦は問いません。

どんなことでもかまいません。　※下記の議会事務局まで

活 動 方 針 
　活動を通して地区の伝統・文化の継承
と子供たちに地区の良さを知ってもらい
定住に繋げる。

　私たちＧ−ソウルは、平成19年に五ヶ所浦地区の活性
化を目的に9人のメンバーでスタートし、現在37人で活
動を行なっています。主な活動は、夏の五ヶ所天王祭で休
止となっていた五ヶ所川での灯籠流しの復活を始め、秋の
神祭での神輿で地区の練り回りや菓子まき、冬の風物詩と
なりつつある五ヶ所児童公園でのイルミネーションなどを

行なっています。
　私たちは、会のメンバー
だけで地区の活性化が出来るとは思いません。私たちの活
動に対し地区の皆さんにも賛同、協力をいただきながら、
今後も活性化と子供たちに地区の良さを知ってもらい、
「この地区で生活したい」と思ってもらえる様に、活動し
ていきたいと思っています。
　※Ｇ−ソウルで一緒に活動してくれる加入者を待っています。

全員協議会のようす


